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〔
事
実
の
概
要
〕

申
立
人
（
房
冨
・
息
『
）
Ｙ
（
□
の
回
Ｐ
シ
日
。
■
）
は
、
登
録
証
券
業
者
（
『
の
囚
切
冒
巴
ワ
『
・
廓
『
’
○
３
－
の
『
）
で
あ
る
Ａ
社

（
固
・
ｒ
シ
四
『
。
□
陣
○
○
・
）
の
管
理
者
的
地
位
に
あ
る
使
用
人
（
日
山
口
四
ｍ
の
『
国
一
の
ヨ
ロ
ー
・
『
の
①
）
で
あ
り
、
そ
の
任
務
に
は
、
Ａ
社
の

登
録
代
理
人
（
『
の
巴
⑫
厨
［
＆
『
の
ロ
の
⑫
の
日
ロ
［
宮
の
）
が
行
う
売
買
を
監
督
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
Ａ
社
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
カ
ー

（
日
四
『
訂
芹
日
畏
の
円
）
で
あ
る
証
券
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
□
扁
曰
｜
】
ぬ
の
目
の
三
の
を
維
持
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
証
券
の
一
つ
に
Ｂ
社
（
旧
四
ミ
ロ
ー
シ
ー
三
日
○
冨
目
８
一
陣
団
ロ
ロ
ー
ロ
ョ
の
貝
Ｑ
〕
８
．
）
の
普
通
株
式
が
あ
っ
た
。

〔
判
例
研
究
〕

ア
メ
リ
カ
証
券
関
係
法
判
例
研
究

シ
囚
『
。
□
ご
・
の
①
。
日
葺
の
⑪
四
口
。
国
ｘ
○
す
四
目
、
の
Ｃ
Ｏ
『
ご
曰
后
ｍ
－
ｏ
Ｐ
《
一
ｍ
ご
・
の
．
①
、
Ｐ
］
つ
つ
印
・
○
｛
』
⑪
一
ｍ
（
］
ｃ
ｍ
Ｃ
）

’
’
九
三
三
年
証
券
法
一
七
条
ａ
項
一
号
、
’
九
一
一
一
四
年
証
券
取
引
所
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
同
条
に
基
づ
き
制
定

さ
れ
た
宛
巳
の
Ｓ
す
－
ｍ
に
違
反
し
な
い
よ
う
命
ず
る
差
止
命
令
を
得
る
た
め
の
訴
訟
（
ｏ
三
一
の
貝
・
『
・
の
曰
の
貝

口
且
○
口
）
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
証
券
取
引
委
員
会
は
故
意
（
⑫
ａ
①
貝
の
『
）
を
立
証
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
Ｉ

島
袋
鉄
男
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失
状
態
を
続
け
て
い
た
。

Ａ
社
の
登
録
代
理
人
で
あ
る
Ｃ
（
室
・
「
ョ
目
の
。
青
の
〕
す
の
「
）
と
，
（
ｏ
Ｃ
Ｂ
－
。
］
四
８
ヶ
印
。
ご
）
は
、
一
九
七
四
年
一
一
月
か
ら
一
九

七
五
年
九
月
に
か
け
て
セ
ー
ル
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
Ｂ
社
の
普
通
株
式
の
買
注
文
を
勧
誘
す
る
た
め
に
、

虚
偽
で
誤
解
を
招
く
陳
述
を
く
り
返
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
は
、
投
資
者
（
ロ
『
◎
の
ロ
の
。
音
の
ヨ
ぐ
の
⑪
一
Ｃ
厨
）
に
対
し
て
、
Ｂ

社
が
新
型
の
小
型
車
と
ト
ラ
ク
タ
ー
を
開
発
中
か
製
作
中
て
六
週
間
以
内
に
市
場
に
出
ま
わ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
通
知
し

た
が
、
Ｂ
社
に
は
そ
の
よ
う
な
計
画
は
な
く
、
ま
た
、
Ｂ
社
の
普
通
株
の
価
格
が
大
幅
に
上
昇
す
る
と
い
う
予
測
（
ご
『
。
］
⑦
８
．
口
）

や
Ｂ
社
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
楽
観
的
な
陳
述
を
行
っ
た
が
、
ど
れ
も
事
実
上
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
期
間
Ｂ
社
は
損

投
資
者
か
ら
の
若
情
を
受
け
て
Ｂ
社
の
役
員
は
Ｃ
、
Ｄ
に
対
し
て
、
彼
等
の
陳
述
は
虚
偽
で
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
、
そ
の
よ
う
な
陳
述
を
や
め
る
よ
う
に
求
め
た
が
、
そ
の
要
求
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｂ
社
を
代
理
す
る
弁

護
士
Ｅ
が
二
回
に
わ
た
っ
て
申
立
人
Ｙ
に
電
話
を
し
、
Ｃ
、
Ｄ
が
虚
偽
で
誤
解
を
招
く
陳
述
を
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
、
彼
等
が

云
っ
て
い
る
こ
と
の
要
旨
を
伝
え
た
。
Ｙ
は
、
Ｅ
か
ら
知
ら
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
Ｃ
、
Ｄ
の
陳
述
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
知
る
理

由
を
有
し
て
い
た
。
何
故
な
ら
Ｙ
は
Ｂ
社
の
目
の
昌
一
、
ｇ
ｏ
の
｛
一
一
①
の
記
録
が
、
悪
化
し
つ
つ
あ
る
財
政
状
態
を
示
し
、
新
型
車
や

ト
ラ
ク
タ
ー
を
製
造
す
る
計
画
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
に
対
し
て
虚
偽
表
示
を
や
め
さ

せ
る
こ
と
を
保
証
し
な
が
ら
、
Ｙ
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
に
何
ら
積
極
的
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
。
Ｙ
が
Ｅ
か
ら
の
電
話

に
対
し
て
答
え
た
こ
と
と
い
え
ば
、
Ｄ
に
Ｅ
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
Ｅ
と
連
絡
を
と
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
の
み
で
あ

っ
た
・
そ
れ
以
外
に
は
、
Ｙ
は
、
彼
の
直
接
の
監
督
下
に
あ
る
二
人
の
登
録
代
理
人
が
Ｂ
社
の
普
通
株
の
販
売
を
促
進
す
る
過
程
で

虚
偽
で
誤
解
を
招
く
陳
述
を
し
続
け
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
何
も
し
な
か
っ
た
。

証
券
取
引
委
員
会
（
の
①
２
『
三
の
⑫
騨
且
ロ
メ
：
：
、
の
○
・
ヨ
ョ
ー
⑪
⑪
一
・
口
以
下
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
い
う
）
は
、
Ｙ
お
よ
び
他
の
七
名
の
被
告
に
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対
し
て
、
Ｂ
社
の
普
通
株
の
提
供
お
よ
び
売
付
（
Ｃ
竃
の
『
四
且
⑪
四
一
の
）
に
関
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
地
方
裁
判
所
に
申
立

（
８
日
己
一
四
ヨ
｛
）
を
行
っ
た
。
一
九
三
三
年
証
券
法
（
岳
の
、
の
２
『
一
言
一
の
、
シ
・
｛
。
ｍ
］
＠
＄
１
以
下
一
九
一
一
一
一
一
一
年
法
）
二
○
条
ｂ
項
ぉ
よく
’
一

び
一
九
一
一
一
四
年
証
券
取
引
所
法
（
岳
の
ｍ
の
、
目
（
一
＄
回
×
ロ
ゴ
目
、
の
胃
（
・
『
］
①
②
《
１
以
下
一
九
一
一
一
四
年
法
）
一
一
一
条
ｄ
項
に
基
づ
き
、

仮
処
分
的
お
よ
び
本
案
的
差
止
命
令
（
己
［
の
一
一
ｓ
百
四
弓
。
且
｛
ご
囚
一
旦
目
呂
・
ロ
）
の
救
済
を
求
め
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｙ
が
一
九
三

（
２
）

（
３
一

三
年
法
一
七
条
ａ
項
、
一
九
一
二
四
年
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
同
条
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
○
ｂ
’
五
（
以
下

（
４
）

勾
昌
の
Ｓ
ウ
ー
①
と
い
う
）
の
一
一
一
つ
の
規
定
に
違
反
し
、
そ
の
違
反
を
輔
助
（
巴
Ｑ
ｍ
ｐ
ｑ
ｐ
房
｛
）
し
た
と
主
張
し
た
。
Ｙ
に
対
す
る
提

訴
の
主
た
る
理
由
は
、
Ｙ
は
彼
の
監
督
下
に
あ
る
使
用
人
が
詐
欺
的
な
行
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
、
知

り
得
る
理
由
を
有
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
続
け
ら
れ
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
怠

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

地
方
裁
判
所
は
、
Ｙ
は
Ｂ
社
株
式
の
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
、
一
七
条
ａ
項
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
巳
の
ち
ず
１
ｍ
に
連

〈
Ｆ
●
）

反
し
、
ま
た
、
違
反
を
講
助
し
た
と
認
定
し
、
こ
れ
富
ｂ
の
規
定
に
将
来
違
反
し
な
い
よ
う
命
じ
た
。
地
方
裁
判
所
の
違
反
の
認
定
は

Ｙ
は
、
虚
偽
で
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
Ｙ
自
身
が
知
っ
て
い
る
陳
述
を
Ｃ
、
Ｄ
が
行
う
こ
と
を
や
め
さ
せ
る
べ
き
監
督
義

務
を
負
っ
て
お
り
な
が
ら
、
故
意
に
（
ヨ
←
の
目
○
局
一
一
ご
）
そ
の
義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
と
い
う
事
実
認
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

過
失
（
月
、
一
一
ｍ
の
ロ
・
の
）
だ
け
で
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
執
行
訴
訟
（
の
つ
き
『
Ｃ
の
日
の
貝
四
目
・
ロ
）
に
お
け
る
関
係
規
定
の
違
反
を
立
証
す
る
の

に
十
分
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
な
が
ら
も
、
地
方
裁
判
所
は
、
Ｙ
が
Ｃ
、
Ｄ
が
虚
偽
で
誤
解
を
招
く
陳
述
を
行
っ
て
い
る
の

を
、
そ
れ
が
詐
欺
的
（
局
『
目
：
一
の
貝
）
で
あ
る
こ
と
を
、
Ｙ
自
身
知
り
な
が
ら
、
や
め
さ
せ
る
こ
と
を
故
意
に
（
す
篇
目
Ｃ
目
一
一
『
）
に
怠

っ
た
と
い
う
事
実
は
、
証
券
関
係
法
の
下
で
Ｙ
の
故
意
（
⑩
９
８
房
『
）
を
構
成
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

（
６
）

第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
支
持
し
た
。
Ｙ
の
行
為
が
故
意
（
の
曰
の
ロ
言
の
［
）
に
よ
る
も
の
か
否
か
と
い
う
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〔
判
旨
〕

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
一
九
一
一
一
三
年
法
一
七
条
ａ
項
違
反
を
同
法
二
○
条
ｂ
項
に
基
づ
き
、
ま
た
、
一
九
一
一
一
四
年
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
日
の
己
ケ

ー
、
違
反
を
同
法
二
一
条
ｄ
項
に
基
づ
い
て
主
張
し
て
差
止
命
令
を
求
め
る
に
つ
い
て
は
、
故
意
（
、
ロ
｝
の
口
怠
『
）
を
立
証
す
る
こ
と
を

要
求
さ
れ
る
か
と
い
う
本
件
の
争
点
の
解
決
は
、
第
一
に
実
体
規
定
（
の
ｇ
②
国
呂
ご
①
ご
［
・
ぐ
］
⑪
】
・
目
）
た
る
一
七
条
ａ
項
、
一
○
条
ｂ

項
お
よ
び
幻
巨
一
①
］
８
１
ｍ
、
第
一
一
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
差
止
請
求
を
法
に
よ
っ
て
認
め
る
規
定
（
の
旦
具
・
『
冒
口
『
。
ご
画
・
日
）
た
る
二
○
条
ｂ

項
お
よ
び
二
一
条
ｄ
項
の
解
釈
に
か
か
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
遂
次
検
討
し
て
い
る
。

｜
、
ま
ず
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
巳
の
］
９
－
回
違
反
に
つ
い
て
。
こ
れ
に
関
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
先
例
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
已
の
Ｓ
す
－
ｍ
に
基
づ
く
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
権
（
③
ロ
ー
『
四
話
８
局
の
。
｛
ｍ
８
ｏ
ｐ
命
。
『
８
日
四
照
の
）

は
故
意
の
主
鵬
一
四
一
一
の
、
ｇ
一
・
口
）
が
な
い
場
合
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
同
ミ
魚
臼
回
蒼
急
兵
巴
昌
守
亙
ｑ
色
、
ご
・
の
．
］
悪

（
］
君
の
）
判
決
に
お
い
て
も
こ
の
点
は
留
保
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
帛
寄
鳥
司
丘
、
判
決
の
判
決
理
由
が
本
件
に
つ
い
て
も
指
針
と

な
る
と
し
て
、
同
判
決
が
一
○
条
ｂ
項
の
文
一
一
一
一
口
、
同
条
の
立
法
経
過
に
関
す
る
資
料
（
｜
の
四
ｍ
一
四
雪
の
亘
呉
・
『
胃
－
以
下
立
法
資
料
と

い
う
）
お
よ
び
一
九
三
一
一
一
年
法
と
一
九
三
四
年
法
の
民
事
責
任
規
定
の
構
造
を
そ
の
理
由
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、

こ
と
を
問
題
と
す
る
代
り
に
、
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
差
止
命
令
の
救
済
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
過
失
（
ロ
、
巴
碕
の
弓
の
）

（
７
）

の
証
明
の
み
で
一
七
条
ａ
項
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
宛
巳
の
』
Ｃ
ウ
ー
ロ
違
反
を
立
証
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
し
た
。

最
高
裁
判
所
は
、
一
七
条
ａ
項
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
已
の
］
９
－
ｍ
違
反
に
対
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
の
要
件
の
一
つ

と
し
て
故
意
（
⑩
。
］
の
日
の
『
）
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
連
邦
裁
判
所
間
の
不
一
致
を
解
決
す
る
た
め
に
８
量
・
円
ロ
ュ

を
認
め
た
。
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つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
の
見
解
に
よ
る
と
、
殆
き
ミ
ミ
鳥
『
の
論
理
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
が
不
可
避
的
に
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
故
意

（
の
Ｑ
の
貝
曾
）
は
、
原
告
が
誰
で
あ
る
か
、
求
め
ら
れ
て
い
る
救
済
の
性
質
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
○

条
ｂ
項
お
よ
び
幻
巳
の
］
◎
ず
１
，
違
反
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
｛
昏
鳥
奇
一
号
「
に
お
い
て
根
拠
と
さ
れ
た
三
つ
の
要
素

の
う
ち
二
つ
、
す
な
わ
ち
、
一
○
条
ｂ
項
の
文
言
と
そ
の
立
法
資
料
は
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
”
巳
①
］
９
１
ｍ
違
反
が
主
張
さ
れ
る
場

合
に
は
、
そ
れ
が
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
あ
れ
、
二
一
条
ｄ
項
に
基
づ
く
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
で
あ
れ
、
常
に
適
用
さ
れ

う
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
｝
さ
＆
司
鳶
『
は
、
一
○
条
ｂ
項
を
制
定
し
た
議
会
が
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
黙
示
の
私
訴
権
（
』
息
一
一
巳

８
房
の
。
｛
胃
冒
ロ
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
本
件
の
よ
う
に
、
議
会
が
一
○
条
ｂ
項
違
反
に
対
す
る
も
の
と
し
て

作
り
出
し
た
明
示
の
救
済
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
規
定
の
文
言
お
よ
び
そ
の
立
法
資
料
が
故
意
が
要
件
と
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
少
く
と
も
同
じ
程
度
の
意
義
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

（
９
）

全
く
異
常
（
■
ご
Ｃ
Ｂ
ｍ
－
ｏ
ｇ
）
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

つ
ぎ
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
本
件
に
つ
い
て
は
再
）
＆
、
ミ
ミ
判
決
で
は
な
く
、
、
回
の
ご
’
ｏ
§
§
へ
。
鼠
冨
慰
陶
圏
胃
香
函
鳥
月
筥
、

〈
、
）

（
川
〉

ご
・
の
．
』
②
○
（
］
＠
＄
）
判
決
が
先
例
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
。
§
葛
へ
。
凰
冨
に
お
い
て
は
、
コ
モ
ン
。
ロ
ー
上
の
詐
欺
と
衡
平
法
（
の
（
目
ご
）
上
の
詐
欺
の
間
に
違
い
が
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が
差
止
命
令
の
救
済
を
求
め
る
本
件
に
お
け
る
一
○
条
ｂ
項
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
指

針
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
に
よ
り
、
Ｇ
８
§
』
Ｏ
凰
冨
か
ら
そ
の
よ

う
な
指
針
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
第
一
に
、
、
量
目
（
ｏ
凰
畠
判
決
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
－
と
衡
平
法
の
詐
欺
に
関

す
る
判
例
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
全
く
別
に
、
（
投
資
顧
問
法
）
二
○
六
条
二
項
違
反
行
為
に
対
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す
る
差
止
命
令
を
求
め
る
た
め
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
違
反
の
意
図
（
一
三
の
亘
）
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
判
決
の
結
論
を
得
る
た
め

の
有
力
な
根
拠
を
立
法
資
料
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
○
条
ｂ
項
の
立
法
資
料
は
、
エ
ミ
奇
（
烏
『
で
指
摘
さ
れ
て
い

｛
胆
〉

る
よ
う
に
、
故
意
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
一
一
に
、
ｅ
蔓
ミ
ロ
ロ
ミ
画
で
問
題
と
な
っ
た
文
言
、
す
な
わ
ち
、
｜
《
凹
昌
…

…
ご
国
ｎ
号
の
…
…
鼻
〕
局
。
。
己
の
『
四
〔
の
閣
四
｛
『
四
目
。
『
ロ
の
。
①
一
（
＆
と
い
う
の
は
、
投
資
顧
問
の
違
反
の
意
図
に
重
点
を
お
く
も
の
で

は
な
く
、
特
定
の
行
為
の
効
果
に
重
点
を
お
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ざ
、
ミ
堅
烏
『
判
決

は
一
○
条
ｂ
項
の
文
言
、
と
く
に
急
日
昌
一
ロ
ロ
｜
菖
蔚
蟇
》
｜
《
□
の
『
－
８
『
貝
《
８
コ
亘
団
。
・
の
》
ば
、
明
ら
か
に
意
識
的
な
違
反
行
為
（
百
・
三
日
、

。
『
曰
后
員
一
つ
目
一
目
⑪
８
コ
目
。
『
）
を
暗
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
最
後
に
、
Ｇ
８
（
旨
（
Ｃ
ｓ
苗
堕
は
、
投
資
顧
問
と
顧
客

と
の
間
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
信
任
的
関
係
（
｛
己
冒
四
『
ご
「
の
一
豊
。
。
⑫
三
つ
）
に
関
す
る
制
定
法
の
規
定
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
金
銭
的
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
も
詐
欺
の
意
図
は
要
求
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

、
§
（
ミ
ロ
ミ
畠
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
規
定
と
は
異
な
り
、
一
○
条
ｂ
項
は
、
信
任
的
関
係
に
あ
る
者
の
証
券
取
引
に
対
し
て

｛
い
一
一

も
、
信
任
的
関
係
に
な
い
者
の
証
券
取
引
に
対
し
て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」

以
上
の
理
由
か
ら
、
先
例
と
な
る
判
例
は
（
旨
茸
冒
へ
。
巳
冨
で
ほ
な
く
、
む
し
ろ
患
＆
、
』
鳥
「
で
あ
り
、
故
意
は
一
○
条
ｂ
項
違
反
に

一
Ｍ
｝

と
っ
て
必
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
結
診
調
づ
け
て
い
る
。

二
、
つ
ぎ
に
一
七
条
ａ
項
違
反
に
つ
い
て
。
こ
の
点
に
関
す
る
先
例
は
よ
り
少
な
い
が
、
支
配
的
原
則
（
８
．
斤
『
○
一
一
曰
、
ロ
「
ヨ
ａ
‐

で
一
＄
）
は
確
立
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
れ
を
、
「
も
し
、
証
券
諸
法
の
規
定
の
文
言
の
意
味
が
そ
の
文
脈
に
お
い
て
十
分
に
明
確
で

あ
り
、
立
法
資
料
と
も
予
盾
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
制
定
に
際
し
て
立
法
者
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
政
策
的

（
旧
一
一

考
慮
（
８
コ
⑩
一
」
の
『
豊
○
コ
の
Ｃ
帛
己
Ｃ
ｌ
－
ｃ
『
）
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
必
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と
捉
え
た
う
え
で
、
一
七
条
ａ
項
の
文
言
は
、

議
会
が
同
条
項
一
号
の
下
で
は
故
意
（
の
、
一
の
三
⑰
【
）
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
同
条
項
二
号
お
よ
び
三
号
の
下
で
は
そ
れ
を
予
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一
塒
｝

定
し
な
か
っ
た
こ
‐
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
七
条
ａ
項
は
右
の
よ
う
に
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

に
起
草
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
、
議
会
が
文
理
上
明
確
な
意
味
と
異
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
こ
と
が
立
法
資
料
に
お
い
て
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
議
会
の
意
思
の
表
明
は
立
法
資
料
に
は
見

当
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
＆
二
「
一
一
一
旨
一
一
旨
》
》
と
か
．
》
淳
二
言
冒
の
具
（
・
・
の
〔
国
且
》
》
と
い
っ
た
故
意
を
意
味
す
る
文
言
が
制
定

の
過
程
で
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
、
議
会
が
故
意
の
要
件
を
否
定
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
主
張
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
に
基
づ
く
議
論
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
故
意
の
要
件
が
規
定
の
文
言
上
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
さ

ら
に
故
意
を
意
味
す
る
文
言
を
附
加
す
る
こ
と
は
余
計
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
削
除
し
た
と
す
る
推
測
も
同
じ
よ
う
に
可
能
で
あ
る

と
し
、
立
法
資
料
は
両
方
の
意
味
に
と
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
七
条
ａ
項
の
明
白
な
意
味
と
完
全
に
調
和
す
る
よ
う
に
解
し
う
る

一
『
’
’
’

８
℃
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

三
、
一
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
二
一
条
ｄ
項
に
つ
い
て
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
差
止
請
求
権
を
認
め
た
一
九
三
三
年
法
二
○
条
ｂ
項
お
よ
び

一
’
一

一
Ｈ
’

一
九
一
一
一
四
年
法
一
一
一
条
ｄ
項
は
、
故
意
の
要
件
に
関
し
実
体
規
定
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
残
さ
れ
た
問
題
と
な
る
が
、

「
一
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
一
一
一
条
ｄ
項
の
文
言
お
よ
び
そ
の
立
法
資
料
の
い
ず
れ
も
、
議
会
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
実
体
規
定
の
下

で
故
意
を
立
証
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
要
件
を
加
え
た
り
、
あ
る
い
は
、
緩
和
し
た

一
於
一

り
す
る
意
図
の
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
一
一
一
条
ｄ
項
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
或
る
者
が

一
九
一
一
一
一
一
一
年
法
あ
る
い
は
一
九
三
四
年
法
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
ま
た
は
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
差
止
命
令
の
救
済
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
方
裁
判
所
は
相
当
な
証
明
（
□
『
Ｃ
己
の
『
⑪
ゴ
○
三
曰
、
）
に
基
づ
き
差
止
命
令
を
認
め
る
と
定
め
て
い
る
が
、
相

当
な
証
明
が
あ
っ
た
と
い
う
た
め
に
は
最
少
限
一
九
三
三
年
法
ま
た
は
一
九
一
一
一
四
年
法
の
実
体
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
被
告
が
な
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〔
コ
メ
ン
ト
〕

｜
、
一
九
一
一
一
三
年
法
一
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
一
九
一
一
一
四
年
法
一
一
一
条
ｄ
項
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
、
同
法
の
規
定
等
に
違
反
す
る
者
が

あ
る
場
合
に
差
止
命
令
（
亘
日
旨
冒
ロ
）
を
求
め
る
訴
を
提
起
す
る
権
限
を
附
与
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
請
求
に
基
づ
き
裁
判
所
が
差
止
命
令

を
発
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
裁
判
所
が
差
止
命
令
を
認
め
る
の
は
、
違
反
者
に
ど
の
よ
う
な
主
観
的
要
件
（
故
意
、
過
失
）

が
あ
る
場
合
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
両
規
定
と
も
、
法
違
反
と
な
る
行
為
を
行
う
者
あ
る
い
は
、
行
お
う
と
す
る
者
が
あ
る
場
合

に
、
相
当
な
証
明
に
基
づ
き
（
５
．
コ
四
つ
『
・
円
『
⑫
ゴ
◎
ミ
ヨ
、
）
、
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
と
規
定
す
る
以
外
、
と
く
に
定
め
て
い
な

く
麺
）

い
。
そ
の
点
、
’
九
一
二
一
一
一
年
法
お
よ
び
一
九
一
一
一
四
年
法
の
民
事
責
任
を
明
定
す
る
規
定
が
民
事
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
主
観
的

（
型
）

亜
淀
什
に
つ
い
て
Ⅲ
も
明
確
に
し
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
差
止
命
令
を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
場
合
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、

し
、
ま
た
は
な
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
証
明
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
故
意
が
差
止
め
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

違
反
行
為
の
実
質
的
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
故
意
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

（
幻
｝

な
い
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
理
由
に
よ
り
最
高
裁
判
所
は
「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
’
九
三
一
一
一
年
法
一
七
条
ａ
項
一
号
、
一
九
一
一
一
四
年
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ

び
同
条
に
基
づ
く
勾
巳
の
］
９
－
ｍ
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
差
止
請
求
訴
訟
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
故
意
（
の
。
｝
の
貝
⑩
「
）
を
立
証

（
皿
）

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
」
と
判
示
し
て
、
控
訴
審
判
決
を
破
棄
差
一
尻
し
た
。
な
お
、
一
九
一
一
一
一
一
一
年
法
一
七
条
ａ
項
一
一
号
お
よ
び
一
一
一

（
型
）

ロ
言
違
反
に
対
す
る
差
止
請
求
に
つ
い
て
は
故
意
は
要
件
と
さ
れ
な
い
と
判
一
示
し
て
い
る
。

本
判
決
に
は
、
団
員
、
の
［
長
官
の
賛
成
意
見
と
控
訴
審
判
決
を
全
面
的
に
支
持
し
た
四
口
。
【
日
目
判
事
の
反
対
意
見
（
、
「
の
日
田
ロ
お

よ
び
三
四
日
富
一
一
判
事
が
同
意
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
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違
反
者
の
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
証
明
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
違
反

行
為
が
違
反
者
の
故
意
（
の
。
一
目
訂
『
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
過
失
（
ロ
の
、
一
］
，

鴨
冒
の
）
を
証
明
す
れ
ば
足
り
る
の
か
が
主
た
る
争
点
と
な
る
。
本
判
決
は
、
一
九
一
一
一
三
年
法
一
七
条
ａ
項
、
一
九
三
四
年
法
一
○

条
ｂ
項
お
よ
び
冒
一
の
Ｓ
す
Ｉ
、
違
反
に
関
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
（
お
よ
び
そ
の
附
属
法
令
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
が
、

な
か
で
も
、
包
括
的
に
詐
欺
的
行
為
を
禁
止
す
る
い
わ
ゆ
る
一
般
的
詐
欺
禁
止
規
定
（
岳
の
隠
口
の
『
巴
凹
目
’
（
『
囚
且
頁
。
ご
回
。
局
）

た
る
一
九
三
一
一
一
年
法
一
七
条
ａ
項
、
一
九
三
四
年
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
巳
の
ち
づ
１
ｍ
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
の
対
象
と
な
る
行

為
を
定
め
る
規
定
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
冒
一
の
ぢ
す
－
ｍ
は
、
一
七
条
ａ
項
よ
り
も
適
用
範
囲

〈
弱
）

が
広
い
た
め
に
中
心
的
規
定
と
な
り
、
同
条
項
の
下
で
い
わ
ゆ
る
黙
示
の
私
訴
権
（
一
『
弓
］
）
巴
風
、
亘
○
【
ロ
『
｝
ご
ロ
一
の
ロ
８
．
口
）
が
認
め

（
菰
）

三
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
証
券
諸
法
の
中
で
ま
す
ま
す
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
”
〉

黙
示
の
私
訴
権
の
場
〈
□
に
は
、
文
言
上
は
私
訴
権
に
つ
い
て
何
も
定
め
て
い
な
い
規
定
に
つ
い
て
、
一
定
の
法
理
に
よ
っ
て
私
訴

権
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
訴
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
要
件
お
よ
び
効
果
も
解
釈
に
よ
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
”
巳
の
］
５
１
ｍ
の
下
で
黙
示
の
私
訴
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
証
券
法
理
の
発
展
の
上
で
画
期
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
そ
の
要
件
お
よ
び
効
果
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
解
釈
上
困
難
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
条
項
の
下
で
損
害
賠
償
請
求
の
た
め
の
私
訴
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
被
告
の
同
条
項
違
反
が
故
意
（
の
Ｑ
２
后
【
）
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
過
失
で
足
り
る
か
と
い
う
問
題
も
そ
の
一
つ
と
し
て
判
例
上
争
わ
れ
て
き

〈
鍋
）

た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
一
九
七
六
年
の
回
曽
凰
陣
回
竜
蔓
已
’
悪
ロ
ミ
吋
鳶
『
判
決
に
お
い
て
、
故
意
（
⑩
。
」
の
ロ
（
の
『
）
が
そ
の
要
件

の
一
つ
で
あ
る
と
判
示
し
て
、
こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
。
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一
一
、
９
ｓ
奇
ミ
ミ
判
決
は
、
故
意
が
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
冒
一
の
」
９
１
ｍ
に
基
づ
く
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
権
の
要
件
で
あ
る
と
判
示

し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条
項
違
反
に
対
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴

訟
に
お
け
る
要
件
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
当
然
に
先
例
と
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
同
判
決
自
体
も
、
同
判
決
が
故
意
が
差
止
請

」
‘
し
６
’

一
？
』
｜

求
訴
訟
に
お
け
る
必
要
な
要
件
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
一
一
一
一
口
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

た
と
え
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
巨
一
の
］
９
－
ｍ
そ
の
も
の
の
違
法
要
件
に
つ
い
て
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
決
理
由
は
、
同
じ
条
文
に
基
づ
く
差
止
請
求
訴
訟
の
要
件
に
つ
い
て
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
勾
已
の
Ｓ
ケ
ー
、
違
反
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
違
反
者
の
故
意

（
⑪
。
一
目
一
の
『
）
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
は
、
函
葛
昏
奇
ミ
ミ
判
決
が
未
解
決
の
ま
ま
残
し
た
問
題
で
あ
り
、
こ
の

く
れ
）

問
題
に
対
す
る
同
判
決
自
体
の
影
響
如
何
と
い
・
っ
問
題
と
と
も
に
、
同
判
決
以
後
の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
た
。

一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
”
Ｐ
｜
の
Ｓ
ウ
ー
、
に
基
づ
く
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
お
い
て
故
意
（
の
ｓ
の
己
の
『
）
が
必
要
な
要
件
で
あ
る
か
と

く
釧
一

い
う
こ
と
は
や
き
Ｓ
忘
迂
ミ
判
決
の
以
前
か
ら
連
邦
の
下
級
審
判
決
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
、
判
決
も
分
れ
て
い
た
。
故
意
は
要
求
さ
れ

（
鑓
一

な
い
と
す
る
判
決
は
連
邦
最
高
裁
判
所
の
Ｇ
８
（
貫
○
ロ
ミ
②
判
決
に
依
拠
し
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
お
い
て
最
も
影
響
力
を
も
っ
た
見

（
郷
）

一
別
）

解
は
、
忌
試
口
吻
２
口
、
息
香
ミ
判
決
に
お
け
る
両
『
一
の
己
一
『
判
事
の
意
見
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

と
差
止
請
求
訴
訟
の
要
件
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
の
性
質
か
ら
異
っ
た
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
（
い
わ

（
妬
）

（
雛
｝

ゆ
る
二
重
の
基
準
’
一
ゴ
の
（
三
○
‐
ご
貝
⑰
国
。
：
ａ
）
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。一万
一

帛
昏
ロ
ミ
、
ミ
ミ
判
決
以
後
に
お
い
て
も
下
級
審
判
決
は
依
然
と
し
て
分
れ
て
い
た
。
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
し
て
は
匙
息
司
ミ
、
『
判

決
に
よ
っ
て
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
以
後
な
お
、
差
止
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
故
意
は
要
件
と
は

さ
れ
な
い
と
す
る
た
め
に
は
、
差
止
請
求
訴
訟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
特
別
の
理
由
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
判
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決
は
、
唾
胃
昏
司
苞
、
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
已
の
］
９
１
ｍ
の
文
言
解
釈
か
ら
、
同
条
項
に
基
づ
く
訴
に
つ
い

て
は
、
訴
の
性
質
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
故
意
が
そ
の
要
件
と
さ
れ
る
旨
を
判
示
し
て
、
少
く
と
も
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
冒
一
の
ち

つ
凸
に
関
す
る
限
り
同
一
の
基
準
に
よ
る
べ
き
だ
と
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
’
七
条
ａ

項
に
つ
い
て
も
、
判
旨
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
言
お
よ
び
立
法
資
料
の
み
を
根
拠
に
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。

一
一
一
、
本
判
決
は
、
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
日
の
］
９
１
ｍ
違
反
に
対
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
お
い
て
も
故
意
（
⑫
Ｑ
の
口
目
）
が

要
件
と
さ
れ
る
根
拠
を
鷺
胃
ミ
ミ
：
『
判
決
に
お
い
て
根
拠
と
さ
れ
た
一
○
条
ｂ
項
の
文
言
お
よ
び
立
法
資
料
に
求
め
て
い
る
。
仮

り
に
、
’
○
条
ｂ
項
の
文
言
そ
の
も
の
が
白
さ
＆
奇
（
§
「
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
文
理
解
釈
お
よ
び
立
法
資
料
に
照
ら
し
て
故
意
を

要
件
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
条
項
は
も
と
も
と
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
権
を
予
定
し
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
む
し
ろ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
勲
胃
ミ
、
亘
胃
判
決
は

〈
洲
〉

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
も
決
定
的
意
味
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
○
条
ｂ
項
の
文
一
言
お
よ
び
立
法

資
料
は
、
故
意
の
要
件
に
つ
い
て
毎
蔓
司
（
号
『
判
決
が
い
う
程
明
確
な
根
拠
と
な
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
逆
の
結
論
さ

（
ぬ
一

一
狐
｜

一
え
導
き
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
本
判
決
の
反
対
意
見
も
指
摘
し
、
他
の
垂
”
者
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本

判
決
に
お
い
て
も
、
故
意
を
明
確
に
表
示
す
る
農
乏
］
一
一
｛
ロ
一
一
邑
薯
や
：
ミ
ー
昏
冒
国
８
。
。
［
国
且
『
》
と
い
う
文
一
一
一
一
口
が
一
七
条
ａ
項
の
制
定
の

過
程
で
削
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
議
会
は
故
意
を
要
件
と
し
な
い
趣
旨
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
本
判
決

が
、
文
理
上
故
意
が
そ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
た
め
に
重
ね
て
そ
の
こ
と
を
い
う
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る 一
一
４
Ⅵ
．

こ
と
に
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
文
の
文
一
一
一
口
や
立
法
資
料
だ
け
か
ら
、
他
の
解
釈
の
余
地
を
残
さ
な
い
ほ
ど
そ

の
意
味
が
明
確
な
も
の
で
あ
る
と
は
云
い
難
く
、
そ
こ
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
の
性
質
や
こ
れ
ら
の
規
定
の
目
的
等
に
照
ら
し
て

そ
の
要
件
を
定
め
る
目
的
論
的
解
釈
が
主
張
さ
れ
支
持
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
。
そ
の
先
例
と
さ
れ
る
の
が
、
。
茸
ニ
ミ
ロ
ミ
畠
判
決
で



琉大法学第30号 (1982） 176
（
蛇
）

（
妬
）

あ
り
、
そ
の
内
容
は
本
件
の
控
訴
審
判
決
や
本
判
決
の
反
対
意
見
に
明
確
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
見
解
は
、
同
じ
詐
欺
に
関
す
る
場
合
で
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
－
と
衡
平
法
と
で
は
異
っ
た
要
件
が
適
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
衡

平
法
上
の
、
も
し
く
は
、
予
防
的
な
救
済
（
の
Ｃ
目
：
一
の
。
『
頁
。
□
ご
－
ｍ
・
茸
・
『
の
一
員
）
を
求
め
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
金
銭
的
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
要
件
の
す
べ
て
を
立
証
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
証
券
諸
法
の
詐
欺
禁
止
規
定
は
、
法
技
術
的
、
制
限
的

に
で
は
な
く
、
そ
れ
が
一
般
投
資
者
を
保
護
す
る
と
い
う
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
に
柔
軟
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
基
本
と
し
、
一
○
条
ｂ
項
や
一
七
条
ａ
項
が
投
資
者
保
護
を
目
的
と
す
る
証
券
諸
法
の
中
で
最
も
重
要
な
規
定
で
あ
り
、
そ

の
規
定
を
通
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
市
場
の
完
全
性
と
投
資
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
違
反
行

為
が
市
場
や
投
資
者
に
与
え
る
影
響
は
、
そ
の
行
為
が
故
意
に
よ
る
か
過
失
に
よ
る
か
で
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
予

防
す
る
た
め
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
お
け
る
違
反
者
の
主
観
的
要
件
と
し
て
は
過
失
で
足
り
る
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も

｛
製
〉

の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
見
解
は
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
差
止
請
求
訴
訟
し
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
要
件
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
、

〈
桁
）
》

い
わ
ゆ
る
一
一
重
の
基
準
（
言
⑩
冨
「
・
‐
ど
の
『
⑪
｛
四
目
口
ａ
）
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
価
値
判
断
と
し
て
は
、
差
止
請
求
訴
訟

に
お
い
て
主
観
的
要
件
を
緩
や
か
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
弊
害
も
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
主
観
的
要
件
を
緩
や

か
に
解
す
る
場
合
に
生
ず
る
弊
害
に
比
べ
れ
ば
軽
微
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
．
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
投
資
者
保
護
の
促
進
と
い

（
妬
）

う
効
果
の
方
が
大
き
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
く
４
℃
の
で
あ
る
。

本
判
決
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
目
貫
貝
。
＆
富
判
決
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
右
の
よ
う
な
柔
軟
な
解
釈
と
は
全
く
対

（
姫
）

照
的
に
、
き
わ
め
て
形
式
的
で
硬
直
な
解
釈
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
権
を
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
見
解
を
採
っ

た
わ
け
で
あ
り
、
本
判
決
も
ま
た
、
一
九
七
○
年
代
後
半
に
入
っ
て
の
最
高
裁
判
所
の
証
券
関
係
法
、
な
か
で
も
一
九
三
四
年
法
一

（
妃
）

○
条
ｂ
項
お
よ
び
幻
已
の
］
◎
す
－
ｍ
に
対
す
る
厳
格
な
姿
勢
が
依
然
と
し
て
持
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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四
、
本
判
決
が
本
件
に
つ
い
て
は
、
ｐ
忌
曾
（
の
息
冒
判
決
は
先
例
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
理
由
も
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実

質
的
に
み
る
な
ら
ば
、
事
例
と
し
て
は
、
会
計
監
査
法
人
の
責
任
が
問
題
と
さ
れ
た
聾
鼻
司
丘
胃
判
決
よ
り
も
、
投
資
顧
問
の
行
為

〈
灼
一

が
問
題
と
さ
れ
た
（
尽
菖
ロ
へ
。
ａ
爵
判
決
の
方
が
本
件
に
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
本
判
決
が
一
九
一
一
一
一
一
一
年
法
一
七
条
ａ

項
の
二
号
、
三
号
に
つ
い
て
は
故
意
は
要
件
と
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
こ
と
は
、
証
券
取
引
に
関
す
る
行
為
の
な
か
で
証
券
の
売
付

｛
印
）

（
副
）

け
の
場
ム
ロ
の
み
が
特
別
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
本
判
決
は
そ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、

敢
え
て
条
文
の
文
言
解
釈
に
固
執
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
一
九
一
一
一
一
一
一
年
法
お
よ
び
一
九
三
四
年
の
規
定
の
な
か
に

な
お
存
在
す
る
暖
味
な
点
を
明
確
に
し
、
な
か
で
も
、
一
九
三
四
年
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
宛
巳
の
］
ｓ
－
ｍ
に
代
表
さ
れ
る
際
限
の
な

い
適
用
拡
大
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
規
制
と
市
場
の
自
治
機
能
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
せ
よ
う
と
す

〈
皿
）

る
最
高
裁
判
所
の
努
力
の
現
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
四
宮
昏
司
ミ
③
『
判
決
や
本
判
決

の
よ
う
に
条
文
の
文
言
解
釈
の
み
に
よ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
批
判
が
あ
る
。
証
券
取
引
に
係
わ
る
者
に
も
、
違
反
行
為
を
直
接
行

っ
た
者
や
そ
れ
を
輔
助
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
、
そ
の
者
の
違
反
行
為
が
投
資
者
の
利
害
に
直
接
係
わ
る
者
や
そ
れ
が
間
接
的
で
あ
る

に
す
ぎ
な
い
者
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
者
の
違
反
行
為
を
問
題
に
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
者
が
置
か
れ
た
地
位
を
考
慮

し
て
主
観
的
要
件
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
係
者
の
利
害
を
調
整
す
る
と
い
う
の
が
複
雑
な
証
券
取
引
を
処
理
す
る
の
に
適
し

た
方
法
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
は
、
仮
り
に
、
違
法
要
件
と
し
て
過
失
で
は
足
り
ず
、
故
意
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
場
合
で
も
、
出
宮
昏
司
ミ
国
判
決
や
本
判
決
の
場
合
に
、
事
例
が
違
反
行
為
の
輔
助
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
限
定
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
直
接
的
に
違
反
行
為
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
過
失
で
も
足
り
る
と
す
る
余
地
を
残
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

（
弱
）

そ
れ
が
妥
当
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
本
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
考
慮
を
は
ら
う
こ
と
な
く
、
一
律
に
文
言
解
釈
に
よ
っ
て
処
理

し
て
い
る
。
従
っ
て
本
判
決
の
今
後
の
影
響
と
し
て
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
適
用
し
て
い
く
か
、
右
の
よ
う
な
要
素
を
考
慮
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
本
判
決
の
適
用
を
一
定
の
場
合
に
制
限
し
て
い
く
か
、
そ
の
選
択
が
下
級
審
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
副
）

と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
一
九
三
一
一
一
年
法
二
○
条
ｂ
項
お
よ
び
一
九
三
四
年
法
二
一
条
ｄ
項
に
つ
い
て
は
注
（
旧
）
参
照
。

（
２
）
一
七
条
ａ
項
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

岸
⑫
き
、
一
一
ヶ
の
ロ
ロ
］
豊
「
昏
一
さ
『
ロ
ロ
『
己
の
【
の
。
ｐ
冒
三
の
。
（
葱
【
。
『
困
一
の
。
［
目
『
ｍ
の
ロ
日
三
の
め
す
】
岳
の
巨
、
の
＆
§
『

『
ロ
①
口
ｐ
ｍ
Ｒ
旨
⑩
←
『
巨
日
の
口
跡
＆
（
『
目
の
ロ
。
『
国
辱
ｇ
ｏ
『
８
日
目
ロ
ａ
ｓ
（
〕
○
コ
一
口
】
日
の
『
の
厨
斤
の
８
日
目
の
【
８
。
『
す
豈
岳
の
ｐ
ｍ
の
。
｛

岳
の
国
憲
昌
叩
】
』
可
①
ｇ
］
］
。
『
曰
＆
『
の
９
－
］
ｌ

（
］
｝
庁
◎
の
口
演
二
○
］
ロ
ロ
『
」
の
ぐ
］
○
の
》
の
○
ず
の
曰
の
》
。
『
、
『
ご
感
○
の
一
○
口
の
【
『
ロ
ロ
ロ
）
。
、

一
函
｝
８
○
ワ
区
ロ
日
。
己
の
『
。
『
。
『
○
己
の
『
ご
ど
日
の
目
の
昌
凹
ロ
］
ロ
日
日
の
の
目
の
日
の
具
・
［
四
日
ｇ
の
１
回
一
命
囚
。
芹
・
『
ｍ
ｇ

Ｃ
ヨ
ー
の
⑪
】
。
ご
Ｓ
切
薗
芹
の
四
口
】
ｇ
の
『
一
巴
毎
。
（
口
の
８
②
困
昌
ご
Ｃ
ａ
の
ｎ
ｓ
目
、
丙
の
夢
の
⑪
画
一
の
ロ
〕
の
ロ
ー
⑪
曰
且
の
。
冒
岳
の
一
賃
三
○
ｍ

一
彦
の
。
】
ｎ
．
口
蜀
曰
⑪
一
四
口
○
の
⑪
口
ロ
ロ
の
『
諄
「
ず
一
○
ヶ
佇
西
の
］
亀
の
円
の
『
ゴ
、
』
の
ご
己
。
←
ロ
〕
】
切
一
の
四
口
一
口
、
。
。
『

一
四
一
一
◎
の
ご
恩
、
の
ご
自
望
芹
『
ロ
ロ
⑫
凹
自
】
。
ご
》
ロ
日
日
】
８
．
．
『
８
貝
８
．
『
す
臣
の
旨
の
⑫
、
乏
三
○
ず
８
の
『
異
の
囚
。
『
君
ｏ
ｐ
－
ｑ
８
の
日
當

ｍ
ｍ
ｐ
【
『
四
口
』
Ｃ
『
」
の
。
①
茸
Ｅ
ｂ
Ｃ
ｐ
己
皀
目
声
、
⑩
の
『
・
最
ｐ
．
ｍ
．
○
・
》
『
『
□
（
口
）
。

（
３
）
一
○
条
ｂ
項
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一
戸
⑩
冨
一
一
己
の
目
】
臼
萬
已
【
。
『
：
］
己
の
『
の
ｏ
Ｐ
ｓ
Ｈ
①
ロ
一
一
］
。
『
旨
＆
『
の
、
ご
『
ご
夢
の
ロ
⑰
の
・
角
、
己
日
の
目
⑪
。
『
旨
⑪
（
『
■
‐

日
の
貝
昌
一
唇
。
【
一
日
の
『
の
国
一
の
８
日
日
の
門
８
Ｃ
『
○
ｍ
岳
の
曰
凰
｜
の
．
。
『
○
帛
目
］
註
。
】
］
】
ご
◎
ぬ
目
］
ロ
呉
一
○
コ
画
一
⑩
の
ロ
ロ
『
三
の
の



e
x
c
h
a
n
g
e
－

（
b
）
Ｔ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
ｏ
ｒ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ｏ
ｙ
，
i
n
c
o
m
e
c
t
i
o
n
w
i
t
h
t
h
e
p
u
r
c
h
a
s
e
o
r
s
a
l
e
o
f
a
n
y
s
e
c
u
r
i
t
y
r
e
g
i
s
t
e
r
e
d
o
n
a
n
a
‐

t
i
o
n
a
l
s
e
c
u
r
i
t
i
e
s
e
x
c
h
a
n
g
e
o
r
a
n
y
s
e
c
u
r
i
t
y
n
o
t
s
o
r
e
g
i
s
t
e
r
e
d
，
a
n
y
m
a
n
i
p
u
l
a
t
i
v
e
o
r
d
e
c
e
p
t
i
v
e
d
e
v
i
c
e
o
r

c
o
n
t
r
i
v
a
n
c
e
i
n
c
o
n
t
r
a
v
e
n
t
i
o
n
o
f
s
u
c
h
r
u
l
e
s
a
n
d
r
e
g
u
I
a
t
i
o
n
s
a
s
t
h
e
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
m
a
y
p
r
e
s
c
r
i
b
e
a
s
n
e
c
-

e
s
s
a
r
y
o
r
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e
i
n
t
h
e
p
u
b
l
i
c
i
n
t
e
r
e
s
t
o
r
f
O
r
t
h
e
p
r
o
t
e
c
t
i
o
n
o
f
i
n
v
e
s
t
o
r
s
、
１
５
Ｕ
Ｓ
Ｃ
・
ｉ
７
８
ｊ
（
b
)
．

(
守
）
R
u
l
e
l
O
b
-
5
逆
ｍ
Ｉ
Ｕ
ｅ
剤
.
。
呈
旧
埒
1
J
二
蝿
。

I
t
s
h
a
l
l
b
e
u
n
l
a
w
f
u
l
f
O
r
a
n
y
p
e
r
s
o
n
，
d
i
r
e
c
t
l
y
o
r
i
n
d
i
r
e
c
t
l
y
，
ｂ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
ｏ
ｆ
ａ
ｎ
ｙ
ｍ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
‐

m
e
n
t
a
l
i
t
y
o
f
m
t
e
r
s
t
a
t
e
c
o
m
m
e
r
c
e
，
ｏ
ｒ
ｏ
ｆ
ｔ
ｈ
ｅ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ｓ
ｏ
ｒ
ｏ
ｆ
ａ
ｎ
ｙ
ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
ｏ
ｆ
ａ
n
y
n
a
t
i
o
n
a
I
s
e
c
u
r
i
t
i
e
s
e
x
c
h
a
n
g
e
，

（
a
）
T
o
e
m
p
l
o
y
a
n
y
d
e
v
i
c
e
，
s
c
h
e
m
e
，
a
r
t
i
f
i
c
e
t
o
d
e
f
r
a
u
d
，

（
b
）
Ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ａ
ｎ
ｙ
ｍ
ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｆ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
r
i
a
l
f
a
c
t
o
ｒ
ｔ
ｏ
ｏ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｎ
ｅ
ｃ
e
s
‐

s
a
r
y
j
n
o
r
d
e
r
t
o
m
a
k
e
t
h
e
s
t
a
t
e
m
e
n
t
s
m
a
d
e
，
i
n
t
h
e
l
i
g
h
t
o
f
t
h
e
c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
u
n
d
e
r
w
h
i
c
h
t
h
e
y

w
C
r
e
m
a
d
e
，
n
o
t
m
i
s
l
e
a
d
i
n
g
，
ｏ
ｒ

（
c
）
T
o
e
n
g
a
g
e
i
n
a
n
y
a
c
L
p
r
a
c
t
i
c
e
，
o
r
c
o
u
r
c
e
o
f
b
u
s
i
n
e
s
s
w
h
n
c
h
o
p
e
r
a
l
e
ｓ
ｏ
ｒ
ｗ
ｏ
ｕ
ｌ
ｄ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ａ
ｓ
ａ

ｆ
ｒ
ａ
ｕ
ｄ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｉ
t
u
p
o
n
a
n
y
p
e
r
s
o
n
，

i
n
c
o
n
n
e
c
t
i
o
n
w
i
t
h
t
h
e
p
u
r
c
h
a
s
e
o
r
s
a
l
e
o
f
a
n
y
s
e
c
u
r
i
t
y
，
１
７
Ｃ
、
Ｆ
－
Ｒ
、
ｉ
２
４
０
１
０
ｂ
－
５
．

(
u
，
）
碧
枳
輔
弄
忘
ｅ
弄
窒
里
Ｏ
ﾆ
ﾄ
J
通
′
〔
1
9
7
7
-
1
9
7
8
T
r
a
n
s
f
e
r
B
i
n
d
e
r
〕
Ｆ
ｅ
ｄ
Ｓ
ｅ
ｃ
Ｌ
・
Ｒ
ｅ
ｐ
.
(
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）
ｐ
ａ
ｒ
，
９
６
，
０
４
３

(qSecuritiesandExchangeCommissiｏｎｖ・Aaron，６０５Ｆ,２．６１２（1979）

（鞠噛）砿崖軍専出迷悪舗潟疽弓スト③ト［
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（
７
）
控
訴
裁
判
所
の
こ
の
見
解
は
、
故
意
の
要
件
（
閨
の
日
の
【
円
の
口
凰
『
の
ョ
の
具
）
に
関
す
る
限
り
、
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
（
官
ご
呉
の
忌
日
‐

借
の
闇
感
目
）
と
政
府
の
差
止
請
求
訴
訟
（
沼
く
の
『
ご
日
の
日
旦
目
２
．
口
胃
毎
。
。
）
と
の
間
に
は
明
確
な
相
違
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
（
写
負
・
日
の
ｇ
で
こ
の
立
場
は
、
一
○
条
ｂ
項
に
基
づ
く
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
故
意
（
⑫
０
－
３
篇
『
）
が
要
求
さ

れ
る
と
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
向
く
§
停
厚
》
員
已
・
ざ
・
蔦
量
§
倉
、
□
・
の
・
雷
（
］
①
『
②
）
判
決
以
前
か
ら
第
二
巡
回
区
控
訴
裁

判
所
が
と
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
函
・
昌
司
ミ
ミ
判
決
と
い
え
ど
も
、
私
的
損
害
賠
倣
請
求
訴
訟
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
と
で
は
異
な

る
政
策
的
考
慮
（
己
Ｃ
ｌ
】
畠
８
口
畳
の
【
昌
自
）
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
本
件
の
控
訴
審
判

決
の
見
解
で
あ
る
（
ご
宣
・
輿
呂
］
）
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
過
失
（
ロ
の
、
｜
肩
の
ロ
８
）
の
立
証
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
第
二

巡
回
区
控
訴
裁
判
所
の
見
解
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
執
行
訴
訟
（
の
ご
〔
。
『
、
の
国
の
貝
、
。
｛
】
。
。
）
の
本
質
は
、
衡
平
法
上
の
（
２
巳
国
ご
｝
の
）
、
予
防
的
な

（
□
『
◎
巳
己
画
○
二
○
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
違
反
者
を
処
罰
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
般
投
資
者
を
損
害
か
ら
守
る
こ

と
に
あ
る
か
ら
、
過
失
で
足
り
る
と
す
る
こ
と
が
一
般
投
資
者
を
最
大
限
に
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
証
券
諸
法
の
根
底
に
あ
る
政
策
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
執
行
訴
訟
の
有
効
性
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
、
そ
の
結
果
、
差
止
命
令
を
受
け
る
者
が
豪
る

可
能
性
の
あ
る
損
害
の
危
険
性
よ
り
も
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
質
的
な
理
由
と
し
て
い
る
（
ご
武
・
９
ｓ
］
）
。
な

お
、
本
件
の
控
訴
審
判
決
は
昏
昏
・
ミ
ミ
烏
『
判
決
が
損
害
賠
倣
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
故
意
を
立
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
理
由
、

す
な
わ
ち
、
一
○
条
ｂ
項
の
文
一
一
一
一
口
、
同
条
の
立
法
資
料
（
｜
の
四
⑫
｝
昌
一
吊
三
の
Ｓ
ご
）
お
よ
び
同
条
と
証
券
諸
法
の
他
の
民
事
責
任
規
定
と
の
関

係
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
故
意
の
立
証
は
必
要
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
理
由
と
な
る
と
し
て
い
る
（
ｓ
負

呉
ｇ
］
１
ｍ
畠
）
。
ま
た
、
一
七
条
ａ
項
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
殆
き
句
ミ
、
ミ
ミ
判
決
に
お
い
て
、
故
意
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
説
得
力
の
あ
る
根
拠
と
さ
れ
た
扇
曰
凹
曰
冒
一
農
忌
Ｃ
『
』
の
。
①
目
忌
葛
。
①
く
一
・
の
：
８
コ
目
国
ゴ
・
の
．
と
い
っ
た
文
言
が
同
条
項
に
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
も
、
よ
り
一
層
強
い
理
由
と
な
る
と
し
て
い
る
（
ご
貧
・
貰
巴
②
）
。
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（
８
）
同
判
決
の
紹
介
、
拙
稿
〔
一
九
七
七
－
二
〕
ア
メ
リ
カ
法
三
一
一
頁
以
下
。

（
９
）
の
幻
Ｆ
Ｐ
冒
田
Ｐ
四
－
四
ｌ
』
・
資
料
入
手
の
都
合
上
、
本
判
決
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
、
）
○
画
目
画
一
の
：
の
は
、
投
資
顧
問
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者
（
『
の
巴
切
目
且
】
ロ
扇
⑪
日
毎
昌
呂
１
碗
の
『
）
が
、
顧
客
に
対
し
て
特
定
の
証
券

を
推
奨
す
る
前
に
自
己
の
計
算
で
そ
の
証
券
を
買
入
れ
、
推
奨
証
券
の
値
上
り
を
ま
っ
て
当
該
証
券
を
売
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得

る
行
為
を
顧
客
に
黙
っ
て
な
す
こ
と
が
、
投
資
顧
問
法
（
閂
皀
田
冒
の
員
少
○
く
厨
の
『
⑪
尹
具
＆
」
程
Ｃ
）
の
詐
欺
禁
止
規
定
で
あ
る
同
法
一
一
○

六
条
二
項
（
注
⑫
参
照
）
に
違
反
す
る
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
差
止
命
令
を
求
め
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
○
六
条
二
項
違
反

行
為
の
差
止
命
令
を
請
求
す
る
に
際
し
て
、
被
告
の
詐
欺
の
意
図
（
ご
篇
員
［
。
：
【
国
且
）
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
が
争
点

と
な
り
、
同
判
決
は
そ
の
必
要
な
し
と
し
た
。
な
お
、
ｐ
ｓ
意
貝
○
凰
爵
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
内
部
者
取
引
規
制

の
法
理
。
」
琉
大
法
学
第
二
二
号
（
一
九
七
七
年
）
六
五
頁
以
下
参
照
。

（
ｕ
）
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
議
会
が
一
七
条
ａ
項
お
よ
び
一
○
条
ｂ
項
に
違
反
す
る
詐
欺
的
行
為
に
対
す
る
救
済
方
法
と
し
て
、
衡
平
法
上
の
救
済

（
２
巳
画
す
］
の
『
の
］
】
の
【
）
で
あ
る
差
止
請
求
権
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
認
め
る
規
定
を
制
定
し
た
際
に
は
、
す
で
に
そ
の
時
点
で
確
立
さ
れ
て
い
た
法
原
則

が
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
当
時
、
詐
欺
に
対
す
る
救
済
と
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
損
害
賠
償
請
求
訴
権
は
、
詐
欺

の
意
図
（
旨
局
員
（
。
ｇ
〔
国
且
）
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
Ｐ
衡
平
法
上
の
救
済
は
故
意
（
⑩
。
】
の
ロ
肩
『
）
の
立
証
が
な

い
場
合
で
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
詐
欺
に
対
す
る
救
済
方
法
に
つ
い
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
－
と
衡
平
法
と
で
は
そ
の
要
件
に
違
い
が

あ
る
こ
と
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
た
。
Ｃ
ｅ
§
（
。
貝
薗
判
決
は
、
そ
の
こ
と
を
前
提
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
訴
訟
に
お
け
る
要
件
に
つ

い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
差
止
請
求
の
事
例
で
あ
る
本
件
に
と
っ
て
は
、
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
権
の
要
件
に
つ
い
て

判
断
し
た
帛
旨
・
ミ
③
ミ
ミ
判
決
で
は
な
く
、
０
８
騨
旦
。
ｐ
費
②
判
決
が
よ
り
適
切
な
先
例
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
（
し
日
・
曰
く
．

の
回
○
一
国
己
の
〔
【
。
『
岳
の
の
回
○
・
局
。
、
画
）
◎
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（
⑫
）
投
資
顧
問
法
二
○
六
条
二
項
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

戸
⑩
言
一
一
ヶ
の
巨
己
閨
「
冒
一
ざ
『
、
具
一
己
⑩
の
（
日
の
員
呂
ぐ
厨
の
『
．
ご
口
の
①
。
［
吾
の
ご
ｍ
一
一
ｍ
。
『
自
望
己
８
コ
⑫
○
円
曰
⑪
耳
巨
ョ
の
『
〒

冨
一
洋
罠
。
｛
一
口
（
の
『
⑩
画
一
の
Ｄ
Ｃ
ロ
〕
日
の
『
、
の
。
＆
『
の
９
－
量
。
『
一
口
。
】
『
の
。
（
」
旨
１

－
函
）
庁
。
●
ご
砠
四
殖
の
一
コ
、
ロ
］
（
『
山
口
⑪
四
。
毬
。
ロ
マ
ロ
ｎ
ｍ
。
ご
ｏ
の
】
。
［
○
○
戸
『
印
の
Ｃ
｛
ワ
ロ
印
】
ロ
の
の
⑩
尋
ご
】
○
す
○
つ
の
門
口
芹
の
⑩
四
ｍ
ｍ
〔
『
、
■
二
○
『
□
の
。
の
】
一

口
ロ
◎
ロ
ロ
ロ
］
。
｜
】
の
。
｛
。
『
己
『
。
⑩
Ｃ
の
○
片
耳
の
○
一
一
の
日
》
〕
、
ｐ
．
ｍ
．
○
・
》
⑫
Ｃ
ロ
ー
句
一
国
一
・

（
旧
）
、
丙
Ｆ
幻
亨
晉
謡
Ｐ
四
－
』
ｌ
③
．

（
昭
）
’
九
三
一
一
一
年
法
二
（

よ
う
に
定
め
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
ご
負
・
普
困
－
９

（
昭
）
’
九
三
一
一
一
年
法
二
○
条
ｂ
項
お
よ
び
一
九
一
一
一
四
年
法
一
一
一
条
ｄ
項
は
、
同
趣
旨
の
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
が
、
一
一
一
条
ｄ
項
は
つ
ぎ
の

〆■、〆へ'■、

１６１５１４
、-Ｚ、－’、.Ｊ

冒冒！§！
＆且$匙

要
ヨ
の
口
の
『
の
Ｈ
】
《
⑩
。
■
一
一
ｍ
ロ
ロ
の
ｍ
Ｈ
８
（
す
の
○
○
口
〕
曰
一
⑩
巴
。
ｐ
｛
ず
、
芹
四
コ
『
つ
の
『
印
○
口
■
の
①
ロ
、
口
、
の
。
。
【
回
す
。
■
（
８
の
ロ
、
臼
、
の
』
ロ

四
○
蕨
。
『
己
『
、
。
〔
】
。
①
の
。
。
□
⑪
芹
一
目
（
旨
、
、
ヨ
。
一
四
二
。
ご
Ｃ
｛
ロ
ロ
］
ロ
『
○
コ
の
】
○
口
。
（
一
面
⑪
○
す
四
頁
の
『
・
岳
の
［
巨
一
の
⑫
。
『
『
の
、
ロ
ー
日
一
○
コ
⑩

岳
の
閂
の
自
骨
［
》
…
…
…
津
ョ
昌
一
ロ
ー
蕨
＆
②
ｏ
Ｈ
：
。
ロ
ワ
『
ご
困
自
口
昌
○
口
冒
昏
の
宵
○
つ
の
『
臼
②
冨
日
８
口
『
一
・
帛
昏
の
ロ
ロ
罫
の
二

ｍ
国
一
ｍ
ｍ
・
…
…
…
一
○
の
。
）
＆
口
②
ｇ
ｓ
ｍ
Ｃ
芹
Ｃ
Ｈ
Ｒ
ｍ
ｏ
芹
－
８
⑭
〕
四
口
○
自
己
。
ｐ
四
口
『
。
□
の
局
の
ケ
。
三
コ
、
煙
已
の
『
［
息
口
の
貝
。
『
一
の
日
ロ
Ｃ
『
日
竜

一
ロ
］
ロ
ロ
○
感
○
コ
。
『
『
の
⑪
耳
巴
日
ロ
、
。
『
』
の
『
い
ず
四
一
－
す
の
い
『
、
貝
の
□
三
一
号
○
日
ワ
ｏ
ｐ
ｇ
…
…
…
」
、
こ
・
の
．
○
・
》
『
の
■
（
二
）
（
、
ロ
ロ
ロ
・
］
畠
①
）

（
田
）
、
宛
炉
勾
・
言
思
Ｐ
出
－
９

昌
題
－
ｍ
．
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（
配
）
ご
量
・

（
羽
）
注
（
岨
）
参
照
。

（
型
）
一
九
一
一
一
三
年
法
一
一
条
ａ
項
、
ｂ
項
一
一
、
一
一
一
号
（
虚
偽
の
届
出
書
に
関
す
る
民
事
責
任
）
、
一
二
条
一
一
号
（
虚
偽
の
目
論
見
書
の
使
用
お
よ
び

口
頭
に
よ
る
虚
偽
表
示
に
関
す
る
民
事
責
任
）
、
一
五
条
（
支
配
者
の
民
事
責
任
）
、
は
そ
れ
ぞ
れ
、
被
告
側
の
主
観
的
要
件
に
関
す
る
抗
弁
に
つ

い
て
定
め
て
お
り
、
一
九
一
一
一
四
年
法
九
条
ｅ
項
（
相
場
操
縦
に
関
す
る
民
事
責
任
）
、
一
八
条
ａ
項
（
虚
偽
表
示
に
関
す
る
民
事
責
任
）
、
お
よ
び

一
一
○
条
ａ
項
（
支
配
者
の
民
事
責
任
）
は
、
民
事
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
主
観
的
要
件
に
関
す
る
文
言
を
有
し
て
い
る
。

（
妬
）
一
九
一
一
一
一
一
一
年
法
一
七
条
ａ
項
は
証
券
の
提
供
ま
た
は
売
付
（
。
［
符
『
・
【
の
四
一
の
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
九
三
四
年
法
一
○
条

ｂ
項
お
よ
び
勾
巳
の
Ｂ
す
－
ｍ
は
証
券
の
買
付
お
よ
び
売
付
（
已
貝
８
冊
の
自
二
の
鳥
）
の
双
方
に
適
用
さ
れ
る
。

（
妬
）
そ
の
結
果
が
い
わ
ゆ
る
連
邦
会
社
法
（
［
＆
の
『
巴
８
Ｈ
ｇ
且
一
目
］
四
二
）
の
生
成
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ス
「
合
衆
国

に
お
け
る
過
去
お
よ
び
将
来
の
証
券
規
則
の
概
要
」
ロ
ス
Ⅱ
矢
沢
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
証
券
取
引
法
上
巻
（
昭
和
五
○
年
、
商
事
法
務
研
究

会
）
一
四
頁
以
下
、
拙
稿
「
い
わ
ゆ
る
連
邦
会
社
法
（
濡
号
『
、
一
○
Ｒ
ｂ
・
§
】
８
Ｅ
薯
）
の
生
成
、
発
展
と
そ
の
限
界
」
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

第
三
三
巻
六
号
二
頁
以
下
参
照
。

（
幻
）
主
と
し
て
、
制
定
法
の
違
反
が
損
害
賠
償
責
任
を
生
じ
う
る
と
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
－
の
法
理
（
輿
日
日
Ｒ
竜
一
・
『
（
）
に
よ
る
。
拙
稿
「
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
内
部
者
取
引
規
制
の
法
理
曰
」
琉
大
法
学
第
二
三
号
（
一
九
七
六
年
一
○
月
）
一
五
頁
以
下
参
照
。

（
魂
）
色
⑰
貝
の
。
】
患
（
］
召
の
）
注
（
８
）
参
照
。

（
羽
）
』
冨
只
・
呉
ろ
一
己
・
］
国
．

範
）
毎
員
．

（
皿
）
怠
迅
且
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〈、）『夢③の富己蔚冒⑪○．黛司二・ｓ『⑰『》閂曽》９国、『ぐ・Ｐ・幻のぐ．ｇ・鴎、。ｍ＆（］＆①）》口の『ロ①ＨＰ可日口汚］一口・吻風⑮斡符、

§
且
吻
吋
§
且
蔦
』
§
且
同
萄
§
§
、
．
⑮
。
§
§
墨
§
§
慰
貯
］
９
１
ｍ
（
ミ
ミ
ロ
ミ
③
津
、
駐
§
物
的
塾
」
扣
因
§
、
、
凰
匂
貝
曾
ト
崎
萱
旦

起
。
＆
」
ｇ
計
「
・
凹
乙
・
『
，
ご
・
ｒ
宛
の
『
・
『
＄
（
】
召
②
）
可
○
○
日
日
の
目
一
・
句
＆
§
奇
『
ロ
智
旦
の
．
固
い
、
蔓
冒
○
註
冒
の
鼠
『
②
叩
②
同
。

こ
・
、
＆
於
防
ｓ
ハ
ト
◎
蒼
○
・
目
曽
向
・
ロ
毬
旦
の
同
ｏ
己
・
票
弓
貢
罰
Ｑ
Ｓ
Ｏ
ミ
野
鼠
§
・
青
、
・
・
９
国
画
２
．
Ｆ
・
詞
の
ぐ
。
Ｓ
］
①
（
］
君
『
）
｝

ｚ
ｏ
誌
》
『
雷
②
同
蔚
曽
討
、
記
因
昌
司
③
ミ
Ｑ
員
曾
の
同
ｎ
倍
ミ
氏
斡
ミ
ヘ
ミ
」
回
賓
『
耳
目
営
翁
員
Ｐ
「
の
⑮
貝
ご
苫
巳
（
ず
）
垈
含
符
可
回
曽
急
昏

向
、
蕎
愚
ご
・
患
＆
、
ミ
ミ
．
『
『
○
・
一
目
】
．
ｒ
宛
、
ぐ
・
←
」
①
（
』
の
『
『
）
》
炉
・
享
「
の
ロ
詩
一
ｍ
》
の
§
苫
蒔
、
ミ
之
凋
（
崎
§
Ｒ
記
且
員
『
貿
百
、

の
回
ｏ
ざ
、
踵
：
歓
○
斡
匂
墳
蜀
＆
、
「
の
：
駐
Ｃ
詫
］
ロ
（
ず
）
白
鷺
且
記
涜
奇
己
。
－
ｍ
』
邑
甸
Ｑ
周
曾
白
註
員
陶
・
印
弓
目
Ｑ
・
穂
》
麗
口
巨
印
・
田
山
尋
・
『
＄

（】や『②）》固ののコヮの『ぬ陣○四日■ごｏｇｍｓ亀‐鼬。、ミ吋亙ミト〕画蔚さ、冒呵ミ駒四炉獣凋ａｓ斡侭戟昼時『の：註。ョ］◎（ず）ロ苫只罰於行
９
ヶ
－
回
の
嘗
彦
口
巨
巴
冒
⑫
ご
自
芹
の
○
口
の
の
Ｑ
巨
『
旨
の
切
勾
の
晒
巨
】
四
画
○
ロ
ヨ
ミ
（
』
召
『
）
・

（
釦
）
過
失
（
ロ
の
函
一
】
ぬ
ｇ
ｏ
の
）
で
は
不
充
分
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
の
回
。
『
，
○
．
篇
豈
・
色
函
甸
・
画
。
】
⑭
辰
（
の
岳
ｇ
『
・
］
ヨ
ム
）
、
過
失
で
足
り

るとするもの、の回○『・弓関凹めのロ］開のＥ－９日。Ｐき］句・臣田⑬（圏Ｑ門・】の。②）（句国のロｅ］》胃・》ｏＣｐＤ日『ｓ、）
可
の
因
。
『
・
ロ
。
］
昌
口
丙
毫
ｇ
】
句
・
＆
］
画
忌
（
『
昼
。
『
・
］
①
『
』
）
》
、
回
○
『
’
勺
田
『
の
。
Ｐ
冷
○
甸
・
呂
届
＄
（
ご
畳
Ｑ
『
・
】
召
Ｃ
）
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
ロ
①
門
口
の
円
陣
可
『
昌
匡
】
Ｐ
②
愚
日
ロ
◎
芹
⑩
い
Ｐ
山
｛
認
『
ｌ
『
畠
参
照
・

（
犯
）
の
回
○
く
・
○
、
已
巨
の
巴
ロ
⑪
宛
の
、
の
閏
ロ
ゴ
、
ロ
『
８
Ｆ
旨
。
；
⑭
『
、
ロ
・
の
』
ざ
（
＄
＆
）
注
（
、
）
参
照
・

（
調
）
、
国
。
『
・
屈
苗
、
の
已
帛
の
白
］
日
日
。
。
・
・
さ
］
句
・
臣
忠
哩
（
Ｅ
Ｑ
［
・
］
②
①
、
）
こ
の
判
決
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
広
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
内
部
者
取
引
規
制
の
法
理
曰
」
琉
大
法
学
第
一
一
一
一
一
号
（
一
九
七

八
）
二
頁
注
（
７
）
参
照
。

（
麺
》
国
の
『
ゴ
の
『
伜
司
田
口
丙
］
旨
》
吻
臆
、
、
⑨
ロ
◎
芹
の
⑬
Ｃ
ｇ
「
⑪
『
．
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⑰
）
注
（
７

⑱
）
の
”
い

（
“
）
一
貫
ａ
．

（
錨
）
ｚ
ｇ
Ｐ
②
鷺
、
「
自
己
○
一
の
②
Ｐ
『
『
○
○
」
ロ
ロ
】
。
Ｆ
・
幻
の
ぐ
・
貝
色
⑪
ｏ

（
調
）
甸
己
の
ご
巳
望
判
事
は
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
を
述
べ
る
に
当
っ
て
、
Ｃ
ｅ
葺
具
（
Ⅵ
。
§
匂
判
決
の
つ
ぎ
の
文
言
を
引
用
し
て
い
る
。

夢
⑩
の
］
の
白
①
ロ
訪
○
帛
口
日
巨
③
の
。
【
、
Ｏ
芹
一
○
口
ご
『
霞
洋
画
且
墜
囿
『
『
璽
菖
昏
昏
の
目
白
Ｈ
の
。
（
岳
の
円
の
｜
】
の
［
⑪
。
■
、
頁
遷
：
。
岳
呉

包
戸
｝
の
ロ
。
｛
ロ
①
Ｃ
の
⑩
の
口
ご
］
ロ
口
⑪
昌
一
ざ
『
の
。
巳
画
す
｝
の
。
［
□
『
○
℃
彦
竜
一
四
○
盆
ａ
『
の
一
】
の
［
８
の
、
衝
ワ
一
一
ｍ
す
＆
一
岳
の
①
］
の
日
の
具
の
『
の
。
‐

■
』
『
①
」
】
ロ
四
⑫
ロ
】
（
〔
。
『
ロ
５
コ
の
］
ロ
ロ
【
己
四
ｍ
の
②
．
←
。
】
句
・
画
』
②
酉
②
一
ｍ
①
③
（
］
⑫
②
、
）
・

（
訂
）
故
意
を
要
件
と
す
る
も
の
、
、
向
○
ぐ
．
、
四
口
⑪
８
向
Ｆ
Ｃ
Ｂ
ワ
曰
、
．
』
Ｐ
９
句
．
⑫
目
已
・
］
圏
②
（
、
．
□
・
Ｚ
・
『
・
」
⑨
『
①
）
故
意
を
要
件
と
し

な
い
も
の
、
、
同
○
ご
・
一
二
○
『
一
旦
勾
幽
＆
◎
富
一
ｍ
⑩
８
口
・
旨
Ｃ
：
、
遣
司
・
画
□
田
切
（
一
の
芹
Ｑ
『
・
』
召
の
）
》
ぬ
同
Ｏ
く
．
ご
ロ
ゴ
の
『
の
口
」
冨
旦
。
『

冒
目
、
｛
『
一
①
⑩
○
○
日
・
・
図
③
句
・
ｍ
ｇ
Ｓ
陰
（
③
□
Ｑ
『
，
】
召
①
）
．
な
お
、
○
○
日
日
の
日
・
旨
、
『
・
ロ
○
房
の
②
Ｐ
ｇ
四
四
『
ぐ
・
Ｐ
宛
の
ぐ
・
］
Ｓ
⑪

（
】
ヨ
ヨ
）
》
国
切
の
弓
の
『
、
緯
○
口
目
口
ぐ
ｏ
的
．
②
５
３
コ
・
話
ざ
参
照
。

（
詔
）
『
意
の
冨
亘
§
蘭
、
。
§
（
・
］
召
、
『
ミ
ミ
．
“
§
、
ロ
ロ
。
｛
の
②
Ｐ
閏
思
Ｐ
な
お
、
魚
）
＆
寺
ミ
ミ
判
決
の
判
決
理
由
か
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

の
差
止
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
も
故
意
が
要
件
と
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
、
因
の
曰
の
『
騨
甸
Ｒ
ｍ
ｐ
六
一
】
Ｐ
②
§
日
。
。
訂
ｇ
・

（
詔
）
の
勾
炉
幻
・
晉
訊
ｍ
・
函
ｌ
『
ｌ
⑭
．

（
釦
）
二
日
の
。
』
§
日
二
・
一
の
弓
》
。
○
。
］
ロ
ロ
〕
．
ｒ
宛
の
『
・
囚
（
億
ｍ
》
『
訂
の
§
『
§
愚
、
。
§
『
》
］
①
己
『
ミ
ヨ
》
①
二
四
四
『
ぐ
・
Ｐ
・

幻
の
『
・
雪
Ｐ
胃
③
（
］
の
ぎ
）
（
本
判
決
に
関
す
る
評
釈
）
。

会
虹
）
ぬ
宛
Ｆ
幻
己
ｚ
Ｐ
ｍ
ｍ
Ｐ
四
－
⑤

注
（
７
）
参
照
。

の
”
い
”
」
誉
⑰
認
ご
国
－
⑭
１
４
℃
。
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（
妬
）
ｚ
・
芹
Ｐ
吻
愚
冒
口
○
一
の
』
Ｐ
。
○
・
一
ロ
ョ
。
Ｆ
・
詞
の
『
．
、
一
瞳
Ｐ
こ
の
実
質
的
価
値
判
断
に
対
す
る
此
判
と
し
て
、
、
の
『
。
●
『
伜

甸
丙
、
ロ
丙
一
一
口
》
的
覆
ご
「
ロ
・
ロ
。
｛
の
四
つ
》
四
一
『
ｍ
ｍ
ｌ
『
⑭
『
Ｏ

（
灯
）
本
判
決
の
多
数
意
見
の
解
釈
を
四
四
Ｃ
百
〕
：
判
事
は
一
《
署
。
。
□
の
ロ
目
四
一
竜
巴
⑫
．
》
と
表
現
し
て
お
り
（
、
幻
Ｆ
”
・
言
、
段
四
ｌ
『
・
）
、
あ
る
論
者
は

島
、
『
芹
忌
、
一
ｍ
『
．
と
評
し
て
い
る
（
『
意
吻
氏
、
『
Ｑ
ョ
⑪
。
。
§
（
》
］
②
ご
『
ミ
ミ
》
§
ご
日
ロ
。
（
の
←
Ｐ
９
国
③
）

（
蛆
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
缶
○
三
の
。
［
の
］
印
》
」
窓
。
⑩
ミ
②
鷺
、
蔚
蒼
⑩
Ｃ
Ｑ
ミ
ニ
Ｃ
Ｑ
ａ
愚
Ｃ
冨
的
憲
斡
ａ
ｑ
＆
⑩
、
⑤
烏
ペ
ミ
②
：
ミ
ミ
図
ト
§
』
〃

言
い
禅
ミ
ミ
ミ
君
の
巴
冒
困
匂
・
ｓ
ｏ
の
○
・
Ｆ
．
」
・
＄
］
（
】
①
ゴ
）
参
照
。

（
蛆
）
司
吝
⑩
の
踵
、
『
、
ョ
③
。
○
蹟
『
う
】
召
①
『
③
ご
試
・
、
袋
、
日
誌
貝
⑯
』
Ｐ
呉
哺
。
。

（
卵
）
ぬ
”
炉
宛
・
言
、
患
》
国
－
】
●
地
『
訂
の
§
ペ
ミ
：
ｎ
ｏ
冒
耳
・
］
む
ご
『
、
、
ミ
．
②
§
「
ロ
ロ
○
一
の
」
Ｐ
呉
噌
呂
口
］
②
．
な
お
、
注
（
躯
）
参
照
。

（
、
）
、
巨
伺
の
『
長
官
は
賛
成
意
見
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
の
は
議
会
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
れ
が
悪
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
是
正
し
う
る
の
は
議
会
で
あ
っ
て
裁
判
所
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
の
宛
Ｆ
幻
・
晉
訊
・
》
国
ｌ
『
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会

の
連
邦
証
券
法
典
案
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
故
意
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
、
欺
周
行
為
や
虚
偽
表
示
に
対
す
る
差
止
命
令
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
（
シ
ロ
句
の
」
の
門
巴
の
①
Ｃ
日
三
の
、
○
○
』
の
》
》
国
＆
（
巴
）
ｌ
ｍ
ｇ
（
忠
）
》
坤
呂
（
９
）
》
巴
『
（
ロ
）
・
］
＆
⑬
（
、
）
．
』
②
」
④
（
四
）

（
②
）
》
目
○
一
巴
①
（
四
）
（
←
）
・
勺
『
○
℃
○
ｍ
の
ｇ
ｏ
圏
○
一
ｍ
］
□
『
昌
一
」
①
『
、
）

（
田
〉
望
③
②
念
忌
｝
苫
③
○
・
ミ
（
・
］
召
・
日
ご
言
・
匂
§
日
ロ
。
怠
←
Ｐ
農
弓
Ｐ

（
鍋
）
辱
武
・
菖
ヨ
ヨ
ー
ヨ
⑭
》
ｚ
○
一
の
》
②
種
、
、
○
口
ｏ
荷
い
Ｐ
。
○
○
一
口
日
．
＄
・
幻
の
『
・
呉
台
］
。

（
別
）
臼
●
岑
呵
の
讃
ご
『
ミ
ヨ
⑩
。
◎
贋
蔓
．
］
①
『
垣
自
吋
竜
営
壱
吟
麓
、
『
ロ
二
○
一
の
←
Ｐ
日
巴
⑭
。

（
妬
）
＆
ａ
・
昌
四
－
②


